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令和2年度の主な業績 事業計画

本年度は中期経営計画「Smart Shinkin 2022」の中間
年度にあたり、初年度に確立した「課題解決のための情報
サイクル」を発展、進化させる重要な年度となります。
昨年度は、情報サイクルの態勢確立に向け、さまざまな

取り組みを開始しました。課題解決のためのＴＳＰＥ（課題 ‐
提案 ‐ 計画 ‐ 実行）サイクルの徹底、ＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）を推進する「ＩＴ戦略室」の設置、お客さま
との双方向コミュニケーションの充実に向けたロビーコン
シェルジュの配置、オンライン商談システムの導入やオン
ライン経営相談の開始など、多岐にわたる課題解決に向けた
情報サイクル態勢の確立で成果も表れつつあります。
その他、店舗戦略の新たな取り組みとして、地域活性化の

循環サイクルの確立をめざし、農産物直売所、シェアサイクル
ポートの設置など、他業態とのコラボ事業も開始しました。
本年度は同計画の最終年度に向け、これらの取り組み

を定着させ、発展につなげる重要な年度となります。
その基本方針として、「より親身に、より深く、より迅速に」
をスローガンに、課題解決型金融によるメイン化の推進、
ＩＴを活用したマーケティングの高度化、さまざまなデータ

蓄積と分析、営業・融資業務の一体化による顧客接点の
強化と営業店業務の効率化を徹底して推進します。具体的
には、渉外担当者やロビーコンシェルジュ等による情報
集積を行い、それらのデータを分析することで戦略策定
につなげ、課題解決融資や預かり資産等におけるターゲ
ティング営業を推進します。また、コンサルティング能力
の向上に向け、外部派遣研修を通じた人材育成を継続
実施し、経営支援、事業承継支援、Ｍ＆Ａなどの本部バック
アップ能力、提案力を一層強化します。
リスク管理面では、業務継続態勢の実効性向上や
サイバーセキュリティへの対応、金融犯罪からお客さま
を守る取り組みを引き続き強化します。このほか、業務
プロセスの潜在リスクの把握や本部の検証態勢の見直し
により、地域の信頼にこたえる強固なリスク管理態勢を
確立します。これらの取り組みを相互にリンクさせ相乗
効果を高めることで「地域密着による課題解決No.1」の
信用金庫の実現を図ります。
以上を踏まえ、令和３年度の「経営の基本方針」を以下

のとおりとします。

ＴＳＰＥサイクルとデータ蓄積による付加価値の高い課題解決
支援を通じた収益力の増強

課題解決支援メニューの収益化に向けた態勢整備の推進

課題解決に関する情報蓄積・共有・分析・提案による本部バック
アップ機能の強化

情報分析力向上によるお客さまサービスの
拡充と課題解決提案力の強化
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2
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重点施策

経営の基本方針

1
ＡＩを活用した効率的なターゲットマーケティングの高度化と
業務効率化の実現

お客さまのライフプラン支援の強化

営業・融資事務の一体化、得意先活動の効率化によるお客さま
接点の拡大
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2
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お客さまとの
対面取引強化のためのＤＸ推進2

情報分析力向上によるお客さまサービスの
拡充と課題解決提案力の強化1 お客さまとの

対面取引強化のためのＤＸ推進2

窓口業務のタブレット化など効率化に
よるお客さまサービスの満足度の向上

ＳＤＧｓを踏まえた新サービス・新商品
の開発による地域やお取引先の課題
解決の実現

店舗建替、改装等による情報収集、
コミュニケーションの拠点となる店舗
作りの推進

ＳＤＧｓ（ＥＳＧ）を基軸とする
お客さまサービスの拡充
および地域貢献
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課題解決支援やデジタル人材育成に
資する研修の強化と各種プロジェクト
への参加促進

理念を共有した職員の能力開発や人材
発掘、意欲的な自己啓発を支援する
施策の充実

多様な人材の能力をチームで発揮で
きる働きがいのある職場環境の醸成
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感染症リスクや自然災害等に備えた
業務継続態勢の実効性の向上

信用リスク、オペリスクなどリスク感
応度の高い総合的リスクコントロー
ルの実現

高い職業倫理観にもとづくコンプラ
イアンス意識の醸成
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総合的な
リスクコントロールと
信頼性・健全性の向上

ＳＤＧｓ（ＥＳＧ）を基軸とする
お客さまサービスの拡充
および地域貢献

総合的な
リスクコントロールと
信頼性・健全性の向上

理念を共有した
チーム人材の能力開発3 4 5

理念を共有した
チーム人材の能力開発3 4 5

「ともに苦難を乗り越える」「より親身に、より深く、より迅速に」

製造業を中心にバランスを考慮した融資を行っています。

業種別貸出金残高状況
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自己資本比率は国内
基準を大きく上回る
9.59％を確保しました。

預金は皆さまからの
信頼、信用をいただき、
堅調に推移しています。
貸出金は、コロナ禍に
おいて資金繰り支援を
積極的に実施したほ
か、お客さまの多様な
課題にお応えする課題
解決型融資の推進に
努めました。

令和
元年度

40

30

20

10

0
令和
2年度

令和
元年度

令和
2年度

預金 貸出金
（単位 ： 億円）

コア業務純益 当期純利益 健全堅実経営を進めた
結果、コア業務純益は
37億円を計上しました。
当期純利益は32億円を
計上しています。
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8.59%
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12,829 14,349

預金・貸出金の推移 コア業務純益と当期純利益

自己資本比率

国内基準
4％

製造業 
3,347（23.3％）

個人
2,028（14.1％）
地方公共団体
828（5.8％）
その他
2,784（19.4％）
不動産業
2,076（14.5％）

建設業 
1,599（11.1％）

卸売業・小売業 
1,683（11.7％）

合計
14,349億円
令和3年3月末

金融仲介機能のベンチマーク

メイン取引先数
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プロパー ： 
信用保証付 ： 

（単位 ： 先）

1 メイン取引先の融資額

平成31年3月末 令和2年3月末 令和3年3月末

（単位 ： 億円）

2

6,000

4,000

2,000

0

5,321
6,576

5,332

事業性評価に
基づく
融資先数
の割合

先数

4,418先

当金庫が関与した創業、第二創業の件数

創業計画の策定支援先数

創業期の取引先
への融資先数

●販路開拓支援を行った先数

●創業支援への取り組み

●事業性評価に基づく融資の実績

●メイン取引先に関する実績推移

価に

先

●

実績の実

事業性評価に
基づく
融資残高
の割合

融資残高

5,619億円

32
37

事業承継支援先数
（単位 ： 先）

4

平成31年3月末 令和2年3月末 令和3年3月末

300

200

100

0

112

332

248

令和3年3月末改善メイン先融資残高推移
（単位 ： 億円）

3

平成31年3月末 令和2年3月末 令和3年3月末

3,000

2,000

1,000

0

2,305
2,873

2,421

19.6%

その他の
融資

その他の
融資 53.4%

8,554

9.59%

8,1518,139




